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地
域
活
動
団
体
だ
よ
り 

 

「
き
ず
な
の
会
」 

代
表 

 

瀧 
亀
久
男 

 

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
早
い
、
遅
い

の
感
じ
方
は
人
様
々
だ
と
思
い
ま
す
が

『
き
ず
な
の
会
』
の
一
年
間
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
た
。
私
達
の
活
動
は
助
け

合
い
を
基
本
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た

が
、
昨
今
は
助
け
る
こ
と
が
減
少
し
、

助
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
来
た

よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
加
齢
と
共

に
体
力
、
気
力
が
変
化
す
る
こ
と
は
自

然
の
摂
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

『
き
ず
な
の
会
』
も
会
員
の
高
齢
化

に
対
応
し
た
活
動
を
模
索
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
か
ら
譲

り
受
け
た
『
朝
顔
』
を
春
日
台
で
開
花

さ
せ
一
輪
十
円
募
金
を
実
行
し
ま
し

た
。
お
陰
様
で
四
万
円
を
支
援
金
と
し

て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
今
、
出
来
る
こ
と
を

会
員
と
共
に
考
え
行
動
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
を
願
う
。 

連
絡
先
２
８
５
―
０
８
８
０ 

瀧 

 
 

 

２
８
５
―
１
８
４
３ 

野
口 

 
 

 

２
８
６
―
９
５
７
４ 

森 

中
津
川
は
清
川
村
落
合
の
布
川
・
早

戸
川
の
合
流
点
で
、
相
模
川
の
合
流
点

ま
で
一
級
河
川
で
す
。 

ま
た
中
津
川
に
は
地
下
洞
窟
（
地
下

水
路
）
の
説
が
あ
り
、
江
の
島
の
洞
窟

か
ら
中
津
川
・
塩
川
滝
ま
で
流
れ
、
こ

の
水
路
を
弁
財
天
が
歩
い
て
訪
ね
た
と

伝
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
形
の
中
に
、
愛
川
町

が
あ
り
、
緑
の
山
々
、
地
平
の
中
に
、

雄
大
な
物
語
も
諸
説
あ
り
、
昔
々
の
お

話
し
等
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

皆
様
も
、
愛
川
町
の
お
も
し
ろ
い
お

話
し
な
ど
、
探
索
さ
れ
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

広
報
部 

み
み
ず
の
た
わ
ご
と 

よ
り 

 

 

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
野
菜
が
安
く

暖
か
く
過
ご
し
易
い
で
す
が
、
過
去
に

経
験
し
た
こ
と
の
無
い
よ
う
な
異
常
気

象
が
心
配
で
す
。
こ
の
冬
も
暖
冬
の
よ

う
で
す
が
、
冬
型
の
気
圧
配
置
が
安
定

せ
ず
、
関
東
沿
岸
を
低
気
圧
が
通
る
機

会
が
多
く
な
り
、
雨
や
雪
が
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｋ 

 
 
  
  
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
赤
い
羽
根
募
金 

876
戸
、
26
万
2
千
560
円 

9
月
24
日
に
入
金
し
ま
し
た
。 

◇
年
末
た
す
け
あ
い
募
金 

871
戸
、
34
万
8
千
250
円 

12
月
7
日
入
金
し
ま
し
た
。 

皆
様
の
善
意
に
対
し 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◇
こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

＊
消
防
出
初
式 

 

1
月
9
日
（
土
）
9
時
30
分
よ
り 

 

下
箕
輪
消
防
訓
練
所
（
中
津
川
河
川
敷
） 

＊
第
61
回
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会  

  

1
月
10
日
（
日
） 

三
増
運
動
公
園 

9
時
開
会
式 

 

10
時
ス
タ
ー
ト 

＊
28
年
度
町
内
会
長
・
専
門
部
員
・ 

専 
 

専
門
部
長
の
決
定 

2
月
6
日
（
土
）
定
例
役
員
会
に
て 

各
地
区
の
28
年
度
役
員
は
必
ず
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
欠
席
裁
判
な
き
よ
う
に
） 

＊
春
日
台
区
自
治
会
定
期
総
会 

3
月
20
日
（
日
）
13
時
よ
り 

 

   
 

 

今
年
は
、
コ
ー
ス
の
大
幅
な
変
更 

に
伴
い
中
学
生
を
中
心
と
し
た
学
生 

主
体
の
チ
ー
ム
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
普
段
の
練
習
を
含
め
、 

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
戴
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
Ａ
チ
ー
ム
】 

監
督 

亀
田 

 

肇
（
自
治
会
） 

１
区 

 

阿
部 

 

慶
人
（
中
学
）  

２
区 

 

大
塚 

 

拓
也 (

学
生) 

３
区 

 

渡
辺 

 

美
桜
（
中
学
） 

４
区 

 

行
方 

 

健
太
（
高
校
）  

５
区 

 

前
平 

 

康
介
（
高
校
） 

６
区 

 

北
山
寿
季
也
（
中
学
） 

７
区 

 

赤
津 

 

伊
吹
（
高
校
） 

補
欠 

 

今
井 

 

康
人
（
一
般
） 

鈴
木 

 

謙 

（
一
般
） 

渡
部 

 

牧
生
（
一
般
） 

【
Ｂ
チ
ー
ム
】 

監
督 

加
藤
正
寿
（
育
成
会
） 

１
区 

 

江
成 

 

竜
哉
（
中
学
） 

２
区 

 

江
成 

 

祐
哉
（
高
校
） 

３
区 

 

宮
本 

 

博
人
（
中
学
）  

４
区 

 

豊
島 

 

尚
悟
（
高
校
） 

５
区 

 

橋
口 

 

誠
也
（
高
校
） 

６
区 

 

姉
﨑 

 

陸 

（
中
学
） 

７
区 

 

横
西 

 

雄
斗
（
一
般
） 

補
欠 

 

伊
藤 

 

隆
太
（
中
学
） 

赤
澤 

 

友
映 

(

一
般) 

山
田 

 

克
彦 

(

一
般) 

尚
、
横
西
さ
ん
は
、
今
回
10
回
出

場
表
彰
を
受
け
る
予
定
で
す
。 

春
日
台
区
自
治
会 

 

区
長 

水
越 

 

武 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。
皆
様
に
は
お
揃
い
で
輝
か
し 

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す 

皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に 

よ
り
自
治
会
活
動
が
つ
つ
が
な
く
実
施

で
き
ま
す
こ
と
に
役
員
一
同
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
春
日
台
区
自
治
会
も
間
も

な
く
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

40
年
代
春
日
台
の
人
口
構
成
は
、
30

代
、
40
代
が
中
心
に
な
っ
て
幼
児
や
学

童
期
の
子
供
の
人
口
も
多
く
、
公
園
や

路
地
で
元
気
一
杯
遊
び
歓
声
を
あ
げ
る

子
供
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
時
代
が
移
り
40
年
後
の
今
、

春
日
台
も
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
長
寿 

 

社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
社
会
は 

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
長
寿
社
会
で 

求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
誰
も
が
生
き
生 

き
と
楽
し
く
生
き
ら
れ
、
弱
い
立
場
の 

者
が
、
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
こ
と 

こ
そ
、
基
本
的
な
要
素
で
す
。
こ
れ
ら 

の
課
題
を
克
服
す
る
手
立
て
の
一
つ
と

し
て
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

１
．
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
気
配
り
、 

子
供
達
へ
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

２
．
気
軽
に
参
画
で
き
る
行
事
の
工

夫
町
内
会
で
よ
り
親
し
め
る
「
ふ
れ
あ 

い
活
動
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。 

第
二
の
故
郷
と
し
て
こ
の
春
日
台
に 

移
住
し
た
我
々
一
世
。
叡
智

え

い

ち

を
出
し
て 

更
に
住
み
よ
い
環
境
を
作
り
上
げ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
役
員
一
同
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 

町 

内 

め 

ぐ 

り 

主な記事 

 

仏
果
山
は
半
原
山
の
主
要
な
部
分

を
占
め
、
小
字
深
沢
谷
、
柄
沢
、
高

取
が
こ
の
北
面
を
形
成
し
源
流
を
な

し
て
い
ま
す
。 

山
名
の
由
来
は
仏
果
禅
師
（
応
永

八
年
＝
一
四
〇
一
年
）
修
業
の
地
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

半
原
側
に
は
古
く
は
仏
果
山
と
の

呼
び
名
は
な
く
「
お
お
ど
ん
が
り
」

（
大
尖
り
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し

た
。 そ

の
一
部
の
向
山
（
む
こ
う
や
ま
）

は
「
む
け
え
や
ま
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
愛
川
町
の
北
東
部
、
中
津
川
左

岸
の
山
並
み
で
、
尾
根
通
り
は
津
久

井
町
と
の
境
界
に
あ
た
り
ま
す
。 

中
津
川
は
遠
く
の
丹
沢
山
地
に
源

流
を
発
し
清
川
村
宮
ケ
瀬
を
経
て
田

代
地
区
へ
と
流
下
し
て
お
り
ま
す
。 

自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

編 

集 

後 

記 
 

２
面 

自
治
会
活
動
の
実
績
、
地
域
活
動
団
体
「
シ
ル
バ
ー
消
防
隊
」 

３
面 

春
日
台
会
館
だ
よ
り
、
会
館
管
理
人
募
集
、
生
涯
学
習
教
室 

４
面 

自
治
会
活
動
予
定
、
町
内
め
ぐ
り
「
半
原
山
・
仏
果
山
・
中
津
川
」 

 

半
原
山
は
北
西
か
ら
南
西
へ
か
け
て

連
亘
す
る
大
沢
山
・
高
取
山
・
仏
果
山
・

八
州
峰
の
山
並
み
の
総
称
で
す
。 

 

主
峰
は
仏
果
山
で
、
標
高
七
四
七
・

一
メ
ー
ト
ル
で
す
。
「
甲
陽
軍
艦
」
そ

の
他
の
三
増
合
戦
の
条
に
見
え
る
の
が

初
見
で
す
。 

 

半
原
山
の
南
方
部
分
を
一
括
し
て
の

呼
び
名
が
南
山
で
愛
川
町
と
清
川
村
と

の
境
界
に
な
り
、
そ
の
下
部
の
塩
川
が

大
字
半
原
と
田
代
を
分
け
て
い
ま
す
。 

 
 

半
原
山
・仏
果
山
・中
津
川 

 

 

［弁財天］ 

 

 

［半原越えの水場］ 

 

第
61
回 

愛
川
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会 

 

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶 



５５ 
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地
域
活
動
団
体
だ
よ
り 

 

 

「シ
ル
バ
ー
消
防
隊
」  

 
 

隊
長 

仲
野 

文
種 

「
戸
締
り
用
心
火
の
用
心
」
区
民

の
安
全
を
願
い
、
今
年
度
も
12
月

28
日
か
ら
30
日
ま
で
三
日
間
、
区

内
全
域
を
対
象
に
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

我
が
シ
ル
バ
ー
消
防
隊
は
、
平
成

7
年
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

も
と
に
地
域
防
災
の
必
要
性
を
感
受

し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
町
消
防
署
の
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
初
期
防
火
訓
練
、

救
急
救
命
訓
練
、
防
災
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
、
地
域
住
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
「
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
が
私
た
ち
の
合
い
言

葉
で
す
。
現
在
隊
員
9
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
安
全
と

安
心
を
守
る
べ
く
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
頑
張
っ
て
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
消
防
隊
で
は
、
一
緒
に

活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
っ
て
い

ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
、
是

非
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先 

２
８
５
―
２
５
１
４ 

仲
野 

② 

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き 

12
月
13
日(

日
） 

 

小
雨
も
降
る
寒
い
曇
り
日
で
し
た
が

児
童
館
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
食
事
場
所
が

大
賑
わ
い
で
し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
に

加
え
、
綿
菓
子
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
も
あ

り
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
、
参
加
者
は

大
人
93
名
子
供
102
名
合
計
195
名
で
し

た
。 

          

 

 

③ 

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き 

12
月
21
日
（
日
） 

 
 
 

          

 
ご
参
加
・ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

③ 

年
末
大
掃
除 

12
月
20
日
（
日
） 

 
         

一
日
二
交
代
勤
務
の
管
理
人
を
募
集

致
し
ま
す
。 

○
募
集
人
員 

若
干
名 

男
女
不
問 

春
日
台
在
住
の
方 

○
委
託
内
容
・
委
託
料 

会
館
服
務
規
定
に
よ
る
。
詳
細
は 

面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。 

○
委
託
期
間 

平
成
28
年
4
月 

よ
り
原
則
２
年
間 

○
募
集
期
間 

平
成
28
年 

１
月
15
日
～
１
月
31
日 

○
問
い
合
わ
せ
・
応
募
受
付 

春
日
台
会
館
「
管
理
室
」 

☎ 

２
８
６
―
７
２
６
０ 

 

                                   ２０１６年１月１日     第４８号                                             ２０１６年１月１日     第４８号 

 

春
日
台
会
館
だ
よ
り 

 
 

 

 

生
涯
学
習
教
室
の
開
催 

① 

親
子
ピ
ン
ポ
ン
教
室 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
機
会
の
一
助
を
目
的
と
し

て
、
春
日
台
ピ
ン
ポ
ン
倶
楽
部
の
方
々

か
ら
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
打
ち
方
の

手
ほ
ど
き
と
、
卓
球
の
基
本
的
な
技
術

と
ル
ー
ル
の
教
え
を
頂
き
、
親
子
や
友

人
同
士
で
の
ラ
リ
ー
や
試
合
を
、
和
気

あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
行
い
ま
し
た
。 

 

① 

文
化
祭
に
見
た 

春
日
台
の
元
気 

副
区
長 
根
津 

勝
吉 

 

12
月
5
・
6
日
、
恒
例
の
文
化
祭

を
開
催
し
た
、
「
学
び
あ
う
喜
び
、
新

た
な
出
会
い
、
共
に
生
き
る
歓
び
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
進
め
、
大
勢
の
人
々

の
往
き
交
い
が
見
ら
れ
た
。 

 

作
品
展
示
で
は
210
名
、
芸
能
発
表

で
は
217
名
参
加
の
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
は
日
頃
か
ら
こ
の
地
区
の
生

涯
学
習
の
場
で
あ
る
春
日
台
会
館
を

拠
点
に
、
歌
に
踊
り
に
手
芸
に
と
、 

 

皆
さ
ん
の
大
掃
除
参
加
で
春
日
台
全

体
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
き

れ
い
な
春
日
台
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。 

 

② 

My
ふ
る
さ
と
料
理
教
室 

第
1
回
 
熊
本
・
菊
池
地
方
料
理 

10
月
24
日
開
催 

初
め
て
の
試
み
「
ふ
る
さ
と
料
理 

教
室
」
中
山
民
子
さ
ん
の
思
い
出
の
味

「
さ
つ
ま
い
も
団
子
」
優
し
い
味
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
古
里
を
思
い
出
し
、
男
性

6
人
も
交
え
、
に
ぎ
や
か
に
試
食
し

ま
し
た
。 
  

 

 

 

 

 

写  真 

趣
味
同
好
の
多
彩
な
サ
ー
ク
ル
活
動

の
集
大
成
の
発
表
の
場
で
あ
っ
た
。 

 

人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
文
化
力
に
目

覚
め
精
一
杯
の
自
己
実
現
で
生
き
甲

斐
を
見
い
だ
し
、
こ
の
交
流
で
歓
び
の

春
日
台
づ
く
り
に
向
か
う
元
気
力
が

こ
こ
そ
こ
に
見
ら
れ
た
。 

 

 

写  真  

 

第
3
回 

 

11
月
29
日
開
催 

 
 

 
 

③ 

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室 

第
1
回 

11
月
25
日 

第
2
回 

12
月
2
日 

 

体
を
動
か
す
こ
と
が
、
若
い
時
の

よ
う
に
は
上
手
く
い
か
ず
、
教
え
て

頂
い
た
こ
と
を
日
常
の
生
活
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
肝
心
の
様
で
す
。 

会
館
管
理
人
募
集
に
つ
い
て 

第
2
回 

 

10
月
18
日
開
催 

 
 

 

 

第
2
回
 
山
形
・
米
沢
地
方
料
理 

11
月
18
日
開
催 

 

秋
に
な
る
と
話
題
に
な
る
山
形
地
方

の
「
い
も
煮
」
三
丁
目
の
上
村
さ
ん
の

ふ
る
里
米
沢
の
い
も
煮
。
牛
肉
と
さ
と

芋
を
米
沢
よ
り
取
り
寄
せ
て
頂
き
、
全

員
お
か
わ
り
を
し
て
本
物
の
“
山
形
の

い
も
煮
”
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

 

 

 

子供達による 

プレイルームの

雑巾がけ 

 

［しらかば公園］ 


